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ウ飼い

あ
か
あ
か
と
光
る
か
が
り
火
に

照
ら
さ
れ
て
、
ウ
が
水
中
の
ア
ユ

を
追
う
。

浮
上
し
た
と
き
に
は
、
ア
ユ
を

ク
チ
パ
シ
に
捕
ら
え
、
見
守
る
遊

覧
船
か
ら
一
斉
に
拍
手
が
巻
き
起

こ
る
:
・
:
.

清
流
肱
川
を
舞
台
に
繰
り
広
げ

ら
れ
る
ウ
飼
い
は
、
昭
和
三
十
二

年
か
ら
開
始
さ
れ
、
大
洲
の
観
光

の
目
玉
に
な
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
は
、
三
十
周
年
に
あ
た
り

天
候
に
も
恵
ま
れ
た
た
め
、
約
二

万
三
千
人
(
前
年
比
二
十
四
%
増
)

の
観
光
客
が
ウ
飼
い
を
楽
し
み
ま

し
た
。今

年
も
六
月
一
日
か
ら
九
月
二

十
日
ま
で
演
じ
ら
れ
る
華
麗
な
水

よ
シ
ョ

l
H
ウ
飼
い
u

、
大
洲
の

夏
は
ウ
飼
い
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

⑥=  一肱川の風景
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カて
大
洲
市
で
は
、
ゴ
ミ
の
減
量
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

こ
れ
か
ら
夏
場
の
七
月
1
九
月
に
は
、
水
分
を
多
量

更

に
含
ん
だ
ス
イ
カ
な
ど
の
生
ゴ
ミ
の
焼
却
に
苦
労
し
ま
す
。

万R
5ζ 

き
ち
ん
と
水
切
り
を
す
る
と
と
も
に
不
燃
物
と
可
燃
物
の

を

分
別
を
し
っ
か
り
と
お
願
い
し
ま
す
。

日

、コ旬、
・、.・、、

の

現

状

収集

昭
和
六
十
一
年
度
の
ゴ
ミ
の
量
は
、

一
万
五
百
十
六
ト
ン
に
も
な
り
ま
す
。

(
表
①
参
照
)

市
民
一
人
当
た
り
に
す
る
と
、
一
年

で
約
二
百
六
十
キ
ロ
グ
ラ
ム
も
ゴ
ミ
を

出
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ゴ
ミ

焼
却
場
に
は
、
一
日
約
二
十
七
ト
ン
(
ゴ

ミ
収
集
車
十
四
台
)
分
も
の
ゴ
ミ
が
集

ま
っ
て
お
り
、
ゴ
ミ
の
量
は
年
々
増
え

て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
ご
家
庭
で
、
次
の
よ
う

な
こ
と
を
実
行
し
て
い
た
だ
く
と
、
ゴ

ミ
の
減
量
が
で
き
て
、
ゴ
ミ
焼
却
の
経

費
も
節
約
で
き
ま
す
。

V
生
ゴ
ミ
な
ど
は
、
畑
に
埋
め
て
土
作

り
に
役
立
て
る

V
古
く
な
っ
た
家
具
な
ど
は
再
利
用
の

工
夫
を
し
て
み
る

V
自
家
焼
却
で
き
る
家
庭
は
、
で
き
る

だ
け
自
分
で
処
理
を
す
る

生
ゴ
ミ
の
水
切
り
を

企ゴミはキチンと分別して

生
ゴ
ミ
は
、
約
七
十
%
が
水
分
と
い

う
こ
と
で
す
。
夏
に
な
る
と
ス
イ
カ
や

野
菜
な
ど
の
生
ゴ
ミ
が
多
く
な
り
、
焼

却
に
苦
労
し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
ゴ
ミ
を
焼
却
す
る
た
め
に

古
タ
イ
ヤ
や
重
油
を
使
い
火
力
を
強
く

し
て
処
理
し
て
い
ま
す
。

家
庭
で
台
所
か
ら
出
る
生
ゴ
ミ
は
、

一
度
ザ
ル
な
ど
に
受
け
て
、
十
分
水
切

り
を
し
て
か
ら
出
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
畑
や
庭
が
利
用
で
き
る
人
は
、

ゴミの現状

~不燃物

Eヨ可燃物

表①
土
中
に
埋
め
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

分
別
は
き
ち
ん
と

燃
え
る
ゴ
ミ
の
中
に
、
空
き
ピ
ン
、

空
き
缶
が
混
入
し
て
い
る
こ
と
が
多
い

よ
う
で
す
。

特
に
ス
プ
レ
ー
な
ど
の
空
き
缶
が
入

っ
て
い
る
と
、
炉
に
被
害
が
出
る
こ
と

も
あ
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
焼
却
場
で

作
業
を
し
て
い
る
人
の
人
命
に
も
か
か

わ
っ
て
き
ま
す
。

「
こ
れ
ぐ
ら
い
は
い
い
や
」
な
ど
と

思
わ
ず
燃
え
る
ゴ
ミ
と
燃
え
な
い
ゴ
ミ

は
、
き
ち
ん
と
分
別
し
て
出
し
て
く
だ

さ
い
。

ゴ
ミ
は
指
定
日
に

現
在
ま
で
の
ゴ
ミ
収
集
日
は
、
燃
え

る
ゴ
ミ
と
燃
え
な
い
ゴ
ミ
を
同
じ
日
に

収
集
す
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
な
か
な
か

分
別
収
集
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

し
た
。七

月
一
日
か
ら
は
、
別
表
の
と
お
り

可
燃
物
と
不
燃
物
を
ど
こ
の
地
区
で
も

完
全
に
分
け
て
出
せ
る
よ
う
に
し
ま
し

た。
間
違
え
の
な
い
よ
う
次
の
表
を
確
認

し
て
、
ゴ
ミ
は
指
定
日
に
出
し
て
く
だ

さ
い
。ま

た
、
ゴ
ミ
を
指
定
日
の
前
日
に
出

し
た
り
、
遅
れ
て
出
し
た
り
す
る
と
、

犬
や
描
が
袋
を
破
っ
て
ち
ら
か
す
た
め

交
通
の
防
げ
に
な
っ
た
り
近
く
の
人
が

迷
惑
し
た
り
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

燃
え
る
ゴ
ミ
と
燃
え
な
い
ゴ
ミ
を
き

ち
ん
と
分
け
て
、
ゴ
ミ
は
必
ず
指
定
さ

れ
た
日
に
指
定
さ
れ
た
場
所
へ
出
す
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

ゴ
ミ
収
集
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

は
、
保
険
衛
生
課
衛
生
係
ま
で
。

宮
⑫
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相談窓
砂青少年相談室

場所大洲市少年 補 導 セ ン

ヲ

宮⑪ 78 3 0 

砂ヤングテレホン

場 所大 洲警 察署防犯少年

言果

宮⑫ 4976 

砂ヤングホットライン

場所八幡浜教育事務所

宮 0894⑫ 49 7 6 

砂家庭児童相談室

場所大洲市福祉事務所

宮⑫2111内線276

砂児童相談所

場所中央児童相談所

宮 0899⑫5040

砂心配ごと相談所

場 所大 洲市 社会福祉協議
~ 
Zス

E⑫ 3509 

昭和62年7月1白
お お ず

口

広報

子
供
た
ち
が
健
全
に
育
つ
こ
と
は
、

願
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。

し
か
し
、
最
近
の
少
年
非
行
は
増
え
続
け
て
お

り
、
傾
向
と
し
て
は
、
非
行
の
低
年
齢
化
、
特
に

女
子
非
行
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

七
月
は
、

H

青
少
年
を
非
行
か
ら
ま
も
る
強
調

月
間
以
で
す
。

こ
の
機
会
に
、
家
庭
は
ど
う
あ
れ
ば
よ
い
の
か
、

非
行
を
防
ぐ
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
。

み
ん
な
が

大
洲
市
青
少
年
相
談
室
に
相
談
が
あ

っ
た
内
容
に
つ
い
て
は
、
小
学
生
で
は

い
じ
め
が
最
も
多
く
、
ほ
か
に
は
学
業
、

家
族
の
こ
と
、
中
学
生
で
は
、
性
に
関

す
る
相
談
が
多
く
、
以
下
、
交
友
、
い

じ
め
、
山
一
子
業
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

子
供
た
ち
は
、
大
人
と
は
違
っ
た
感

覚
、
レ
ベ
ル
で
物
事
を
考
え
、
心
を
悩

ま
し
て
い
ま
す
。

特
に
思
春
期
の
少
女
は
、
心
身
共
に

不
安
定
で
す
。
学
校
や
人
間
関
係
で
悩

ん
で
い
て
も
、
家
庭
で
精
神
的
な
緊
張

を
い
や
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
良
い
の
で

す
が
、
も
し
家
庭
で
の
心
の
交
流
が
な

け
れ
ば
一
緊
張
を
和
ら
げ
る
場
所
を
な

く
し
て
し
ま
い
、
結
果
的
に
非
行
に
走

る
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

非
行
で
補
導
さ
れ
た
少
交
の
家
庭
観
は

と
い
う
と

V
家
族
が
み
ん
な
バ
ラ
バ
ラ
で
一
体
感

が
な
い

V
両
親
が
厳
し
い

V
両
親
が
か
ま
っ
て
く
れ
な
い

V
兄
弟
と
比
較
し
て
差
別
す
る

な
ど
ほ
と
ん
ど
が
家
庭
に
良
い
印
象

を
持
っ
て
い
ま
せ
ん
。

少
年
非
行
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
家
庭

で
の
温
か
い
心
の
交
流
が
一
番
だ
と
い

え
ま
す
。

非
行
に
走
る
前
の
子
供
か
ら
は
、
何

か
の
サ
イ
ン
が
出
て
い
る
は
ず
で
す
。

こ
の
サ
イ
ン
を
受
け
取
め
る
た
め
に

は
、
不
断
か
ら
親
と
子
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
で
す
。

あ
な
た
が
お
子
さ
ん
と
接
す
る
時
に

は
、
次
の
よ
う
な
こ
と
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

V
子
供
と
大
人
の
感
覚
の
ズ
レ
に
注
意

を
V
子
供
の
立
場
に
な
っ
て
話
し
合
い
を

V
さ
さ
い
な
こ
と
で
も
相
談
に
乗
っ
て

や
る

家
族
と
の
ふ
れ
あ
い
が
持
て
る
夏
休

み
、
親
と
子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
十
分
に
取
っ
て
、
子
供
た
ち
を
健
や

か
に
育
て
ま
し
ょ
う
。

も
し
、
お
子
さ
ん
が
非
行
に
走
る
よ

う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
大
洲
市
に
あ
る

青
少
年
相
談
室
、
ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン
な

ど
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

補
導
委
員
を

ご
存
知
で
す
か

大
洲
市
で
は
、
昭
和
四
十
二
年
に
大

洲
市
少
年
補
導
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
ま

し
た
。今

年
は
少
年
の
健
全
育
成
を
図
る
た

め
五
十
五
人
の
補
導
委
員
を
委
嘱
し
て

い
ま
す
。

業
務
の
内
容
は
、
次
の
よ
う
な
も
の

が
あ
り
ま
す
。

V
非
行
少
年
な
ど
の
早
期
発
見
、
補
導

V
街
頭
補
導

V
有
害
環
境
の
浄
化

V
少
年
問
題
に
つ
い
て
の
調
査
・
研
究

V
補
導
相
談

少
年
補
導
委
員
は
、
次
の
と
お
り
で

す

。

(

敬

称

略

)

肱
南
地
区
桜
田
四
郎
門
多
隆
芳

橋

本

茂

昇

山

本

均

浜

田

茂

子

白
石
成
子
磯
崎
清
一
郎
木
村
洋
一

山

口

誠

米

津

弘

行

山

口

靖

夫

肱

北

地

区

田

村

武

四

郎

土

居

功

吉

岡

猛

森

平

忠

孝

尾

中

弘

幸

藤
田
政
雄
弁
上
清
二
柿
見
純
一

藤

田

和

敏

宮

田

隆

岡

田

虞

温

池
田
恩
四
郎
和
田
友
告
菅
原
章
夫

平

野

地

区

上

市

恕

暖

石

川

尚

丸
山
徹
子

南
久
米
地
区
三
好
康
子
二
宮
愛
明

菅
田
地
区
森
岡
実
男
矢
野
良
直

久

保

藤

虎

東

山

宏

大
成
地
区
坂
本
フ
ミ
子
高
本
邦
浩

蔵
川
地
区
普
見
幸
男
熊
野
哲
郎

沖
田
和
重

柳
沢
地
区
穂
積
幸
雄
山
内
郁
夫

松
田
宗
治
土
居
聖
治

新

谷

地

区

田

丸

隆

坂

田

義

高

上

田

敏

中

野

正

行

二

宮

正

行

三

善

地

区

東

紘

一

郎

山

根

義

徳

八
多
喜
地
区
矢
野
三
弘
都
築
房
代

井
上
位
生

水
沼
和
夫

膏少年を非行方、らまもる全国強鶴月間

上
須
戒
地
区
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おおず広報

前
月
号
で
は
、
国
民
健
康
保
険
制
度

(
国
保
)
の
仕
組
み
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
し
ま
し
た
が
、
今
回
は
退
職
者
医
療

制
度
と
老
人
保
健
制
度
に
つ
い
て
説
明

し
て
い
き
ま
す
。

退
職
者
医
療
制
度

昭和62年 7月1日

こ
の
制
度
は
、
長
い
間
会
社
や
役
所
、

団
体
、
学
校
な
ど
に
勤
め
、
退
職
し
て

国
保
に
加
入
し
た
人
が
、
七
十
歳
に
な

っ
て
老
人
保
健
に
移
る
ま
で
の
問
、
適

用
さ
れ
る
も
の
で
す
。

た
だ
し
、
こ
の
制
度
の
対
象
と
な
る

人
は
、
次
の
条
件
を
満
た
し
て
い
る
人

と
そ
の
家
族
で
す
。

①
国
保
の
加
入
者
で
あ
る
こ
と

②
老
人
保
健
法
の
適
用
を
受
け
て
い

な
い
こ
と

③
厚
生
年
金
保
険
、
船
員
保
険
、
各

種
共
済
組
合
や
恩
給
な
ど
の
加
入

期
聞
が
二
十
年
以
上
か
四
十
歳
以

後
の
年
金
加
入
期
聞
が
十
年
以
上

為
る
人

※
退
職
被
保
険
者
本
人
の
配
偶
者
と

退
職
者
医
療
制
度

老

人

保

健

制

度

三
親
等
内
の
親
族
で
退
職
者
本
人

と
同
世
帯
で
、
主
と
し
て
退
職
者

本
人
に
よ
り
生
計
を
維
持
し
て
い

る
人
(
た
だ
し
年
間
収
入
が
百
万

円
以
上
の
人
は
扶
養
と
な
り
ま
せ

ん
)

な
お
、
医
療
費
の
一
部
負
担
金
は
次

の
よ
う
に
少
し
軽
く
な
り
ま
す
。

V
本
人
入
院
、
通
院
と
も
に
二
割

V
扶
養
家
族
入
院
は
二
割
、
通
院
は

三
割

老
人
保
健
制
度

老
人
保
健
制
度
は
、
老
後
に
お
け
る

健
康
保
持
と
適
切
な
医
療
の
確
保
を
図

る
と
と
も
に
、
壮
年
期
か
ら
の
疾
病
の

予
防
、
医
療
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
の
保
健
サ
ー
ビ
ス
を
総
合
的
に
実

施
し
、
保
健
の
向
上
、
老
人
福
祉
の
増

進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
制
度
で

す。老
人
保
健
の
開
始
時
期

七
十
歳
の
誕
生
日
の
月
の
翌
月
か
ら

開
始
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
六
十
五
歳
以
上
で
寝
た
き
り

に
な
っ
た
人
は
、
認
定
を
受
け
た
翌
月

か
ら
開
始
さ
れ
ま
す
。

医
療
を
受
け
る
場
合

医
者
に
か
か
る
と
き
は
、
保
険
証
と

医
療
受
給
者
証
を
必
ず
一
緒
に
し
て
受

付
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

一
部
負
担
金

通
院
は
一
ヵ
月
八
百
円
、
入
院
は
一

日
四
百
円
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

た
だ
し
、
入
院
の
人
で
、
市
民
税
が

非
課
税
と
な
っ
て
お
り
、
老
齢
福
祉
年

金
を
も
ら
っ
で
い
る
人
は
、
今
ま
で
ど

わ
り
二
ヵ
月
を
限
度
と
し
で
一
日
一
一
一
百

円
と
な
り
ま
す
。

愛媛心身障害者職業センターから

愛
媛
心
身
障
害
者
職
業

セ
ン
タ
ー
は
、
心
身
障
害

者
の
職
業
的
自
立
を
援
助

す
る
た
め
、
公
共
職
業
安

定
所
な
ど
関
係
機
関
と
連

絡
を
と
り
な
が
ら
、
職
業

に
関
し
て
の
相
談
、
職
業

能
力
の
評
価
な
ど
を
す
る

公
的
機
関
で
す
。

ま
た
、
事
業
主
に
対
し

て
は
、
受
け
入
れ
に
つ
い

て
の
相
談
や
助
言
、
就
職

後
の
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
愛

媛
心
身
障
害
者
職
業
セ
ン

タ
ー

E
0
8
9
9
⑪
1

2
1
3
へ

ウ飼い開幕を PR

準備も整う

大
洲
の
夏
の
風
物
詩
、
ウ
飼
い
が
六

月
に
始
ま
り
ま
し
た
が
、
ウ
飼
い
閉
幕

前
の
五
月
十
二
日
、
ウ
飼
い
観
光
訪
問

宣
伝
隊
が
、
ウ
飼
い

P
R
の
た
め
、
高

知
、
香
川
な
ど
を
訪
れ
ま
し
た
。

主
な
訪
問
先
は
、
高
知
市
、
高
松
市
、

宇
和
島
市
、
松
山
市
な
ど
で
、
隊
員

は
、
大
洲
市
観
光
協
会
や
ウ
飼
い
登
録

屈
な
ど
か
ら
約
二
十
人
が
参
加
、
ポ
ス

タ
ー
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
大
洲
名
物
の

し
ぐ
れ
な
ど
を
持
つ
で
、
各
地
の
役
場

や
観
光
協
会
、
旅
行
代
理
屈
な
ど
を
訪

れ
、
ウ
飼
い
の

P
R
に
努
め
ま
し
た
。

ま
た
、
ウ
飼
い
開
幕
直
前
の
五
月
三

十
日
に
は
、
ウ
匠
の
三
瀬
秋
俊
さ
ん
や

ウ
飼
い
登
録
庖
の
人
た
ち
十
人
が
、
ウ

うかい宣伝の出発式

が
藻
に
か
ら
ま
っ
た
り
し
な
い
よ
う
に

肱
川
の
ゴ
ミ
や
藻
の
清
掃
を
し
ま
し
た
。

ウ
ェ
ッ
ト
ス

l
ツ
に
身
を
か
た
め
、

ウ
飼
い
の
乗
船
場
か
ら
城
山
下
ま
で
約

二
キ
ロ
を
、
流
木
を
取
り
除
い
た
り
、

藻
を
カ
マ
で
刈
り
取
っ
た
り
し
て
、
ゥ

の
安
全
の
た
め
熱
心
に
作
業
し
ま
し
た
。

5 ~ 

城山下で藻を除去



昭和62年 7月1日

納
期
は
七
月
三
十

所
得
税
の
予
定
納
税
第
一
期
分
の
納

税
を
お
忘
れ
な
く
。

納
期
は
、
七
月
一
日
か
ら
七
月
三
十

一
日
ま
で
で
す
。

納
税
す
る
額
は
、
既
に
税
務
署
か
ら

郵
送
さ
れ
た
通
知
書
に
記
載
さ
れ
た
金

額
で
す
。

振
替
納
税
を
利
用
し
て
い
る
人
は
、

納
期
限
(
七
月
三
十
一
日
)
に
指
定
の

金
融
機
関
の
口
座
か
ら
自
動
的
に
納
付

さ
れ
ま
す
の
で
、
預
金
残
高
の
確
認
を

し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
の
人
は
、
期
限
内
に
最
寄
り

の
金
融
機
関
な
ど
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
納
期
限
ま
で
に
納
税
で
き
な

い
場
合
は
、
年
一
四
・
六
%
(
九
月
一
一
一

十
日
ま
で
は
年
七
・
三
%
)
の
割
合
で

延
滞
税
が
か
か
り
ま
す
。

おおず

(ワ月は河川愛護月間)

広報

七
月
は
、
河
川
愛
護
月

間
で
す
。

大
洲
市
で
は
、
毎
年
七

月
の
第
三
日
曜
日
に
「
郷

土
美
化
運
動
と
し
て
、
市

内
の
一
斉
清
掃
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
ま
ち
を
き
れ

い
に
す
る
た
め
に
は
、
み

な
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
力

が
必
要
で
す
。
よ
ろ
し
く

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

固
ま
で

所
得
税
第
一
期
分

税
に
関
す
る
作
文
募
集

(
高
校
生
対
象
)

国
や
地
方
公
共
団
体
が
活
動
す
る
た

め
に
は
、
た
く
さ
ん
の
資
金
が
必
要
で

す
。
こ
の
資
金
の
大
部
分
は
、
国
民
み

ん
な
で
出
し
合
っ
て
い
る
税
で
賄
わ
れ

て
い
ま
す
か
ら
、
税
は
私
た
ち
が
共
同

社
会
の
一
員
と
し
て
暮
ら
し
て
い
く
た

日

時

七
月
十
九
日
(
日
)

午
前
七
時
か
ら
(
雨
天
の
場

合
は
後
日
実
施
)

市
内
の
河
川
(
肱
川
流
域
)

道
路
、
公
固
な
ど

作
業
内
容
草
刈
り
、
ゴ
ミ
の
収
集
、

除
去
、
下
水
溝
の
清
掃
な

と

場

所
詳
し
く
は
、
大
洲
市
役
所
保
険
衛
生

課
衛
生
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
o

E
⑪
2
1
1
1
内
線
2
6
4

め
の
、
い
わ
ば
会
費
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
私
た
ち
の
生
活
に
重

大
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
税
に
つ
い

て
、
納
税
者
は
も
ち
ろ
ん
、
次
代
を
担

う
高
校
生
に
も
正
し
く
理
解
し
て
も
ら

う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
今
年
も
全
国
の
高
校
生
か

ら
、
次
の
よ
う
に
税
に
関
す
る
作
文
を

募
集
し
ま
す
。

。
応
募
資
格
高
校
生
で
あ
れ
ば
、
だ

れ
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

。
テ

l
マ
税
に
つ
い
て
、
日
ご
ろ
考

え
て
い
る
こ
と
や
意
見
な
ど
、
間
に
関

す
る
こ
と
な
ら
、
何
で
も
結
構
で
す

0

0
応
募
点
数
と
字
数
一
人
一
編
、
一
二

千
字
以
内
、
な
お
作
文
の
末
尾
に
、
住

所
、
氏
名
、
学
校
名
、
学
年
、
学
校
の

所
在
地
を
書
い
て
く
だ
さ
い
c

。
締
切
り
九
月
五
日
(
土
)
ま
で
に

大
洲
税
務
署
へ
届
け
で
く
だ
さ
い
。
優
"

秀
作
文
に
は
賞
状
、
記
念
品
を
贈
呈
。

大
洲
税
務
署
E
0
8
9
3
⑫
3
1
1
5

V
保
護
者
の
方
に

山
幼
児
や
子
供
だ
け
で
「
川
や
海
に

行
か
な
い
」
よ
う
に
平
素
か
ら
よ

く
言
い
聞
か
せ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

間
短
時
間
外
出
す
る
と
き
で
も
、
幼

児
は
必
ず
連
れ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

問
海
水
浴
や
川
で
水
遊
び
す
る
と
き

は
、
子
供
か
ら
絶
対
に
目
を
離
さ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

V
地
域
の
方
に

山
水
ぎ
わ
な
ど
危
険
な
場
所
で
遊
人

で
い
る
子
供
を
見
か
け
た
と
き
に

は
、
自
分
の
子
、
入
の
子
の
区
別

な
く
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

山
地
域
ぐ
る
み
で
危
険
な
個
所
を
点

検
し
、
安
全
措
置
を
講
ず
る
よ
う

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

5月末までの

大洲市内の交通事故

5月末 日乍
期年

毛見 在 同

イ牛 数 8 0 9 2 

負傷者 100 119 

死 者 1 2 

6 

防
災
の
た
め
新
鋭
機
を
導
入

大
洲
市
で
は
、
大
雨
や
洪
水
時

の
防
災
活
動
に
役
立
て
る
た
め
、

「
河
川
情
報
セ
ン
タ
ー
し
の
専
用

端
末
装
置
を
五
月
に
導
入
し
ま
し

た。
こ
の
端
末
装
置
は
、
十
五
分
ご

と
の
雨
量
レ
ー
ダ
ー
情
報
、
ブ
ロ

ッ
ク
別
雨
量
、
雨
域
移
動
図
な
ど

の
情
報
を
高
松
の
情
報
セ
ン
タ
ー

か
ら
受
信
す
る
も
の
で
す
。

情
報
提
供
開
始
は
六
月
か
ら
で

台
風
の
シ
ー
ズ
ン
に
向
け
て
、
ま

た
万
一
の
水
害
に
備
え
て
、
確
か

な
情
報
の
収
集
、
災
害
対
策
に
そ

の
威
力
を
発
揮
し
ま
す
。



おおず

言語剛許:嗣ーヌン

広報

7月1日

8月31日

七
月
一
日
か
ら
、
平
野
運
動

i
ル
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

流
水
プ
ー
ル
、
幼
児
プ
l
ル
、
印

m

プ
l
ル
、
ス
ラ
イ
ダ
ー
プ
l
ル
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
プ

i
ル
が
あ
っ
て
、
子
供

も
大
人
も
楽
し
く
遊
べ
ま
す
。

回
数
券
や
団
体
割
引
も
あ
り
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

交
通
事
故
の
相
談
は
お
気
軽
に

松
山
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ

ー
で
は
、
無
料
で
交
通
事
故
の
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。
交
通
事
故
で
悩
ん
で

い
る
人
は
、
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

V
場
所
松
山
市
花
園
町
一

l
三
、
日

本
生
命
松
山
市
駅
前
ビ
ル
六
階

V
日
時
午
前
九
時
半

1
午
後
四
時
四

十
分
(
平
日
)
、
土
曜
日
は
正
午
ま
で

(
第
二
、
第
三
土
曜
日
は
休
み
)

V
弁
護
士
相
談
日
毎
週
木
曜
日

午
後
一
時

1
四
時

V
電
話
0
8
9
9
⑪
2
3
3
5

0
8
9
9
⑮
5
5
0
0
 

昭和62年 7月1日

オ
ー
プ
ン
時
間
七
月
一
日

1
七
月
二

十
七
日
は
、
十
時
か
ら
十
七
時
、
七
月

二
十
八
日

1
八
月
三
十
一
日
は
、
十
時

か
ら
十
九
時

料

金

大

人中
・
高
校
生

小
学
生

幼

児

三
百
五
十
円

二
百
五
十
円

二
百
円

百
円

水
道
メ
ー
タ
ー
の

取
り
替
え
に
と
協
力
を

水
道
メ
ー
タ
ー
は
、
み
な
さ
ん
の
家

庭
で
使
用
さ
れ
た
水
の
量
を
正
確
に
記

録
し
、
水
道
料
金
を
計
算
す
る
大
切
な

働
き
を
し
て
い
ま
す
。

水
道
メ
ー
タ
ー
は
、
計
量
法
に
基
づ

き
有
効
期
間
(
八
年
)
が
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

川
こ
の
た
び
有
効
期
聞
が
来
る
も
の
に

川
つ
い
て
は
、
メ
ー
タ
ー
を
取
り
替
え
ま

川
す
の
で
、
水
道
業
者
が
お
伺
い
し
た
と

川
き
に
は
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

山
す
。

No，104 

地
域
と
人
権

企流水ブ jレ

日
本
で
は
江
戸
時
代
に
、
住
民
を
神

社
と
寺
に
結
び
つ
け
る
、
い
わ
ゆ
る
氏

子
と
壇
家
の
関
係
を
つ
く
り
、
地
域
を

固
定
化
し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
異

教
(
キ
リ
シ
タ
ン
)
を
排
除
し
、
浮
浪

者
の
流
入
を
防
ぎ
、
徴
税
を
容
易
に
す

る
な
ど
の
目
的
が
あ
り
ま
し
た
。
す
な

わ
ち
当
時
の
地
域
は
、
排
他
的
な
性
格

を
も
つ
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。

現
代
で
も
「
向
う
三
軒
両
隣
」
な
ど

と
い
つ
で
、
近
所
の
つ
き
あ
い
を
大
切

に
す
る
風
習
が
あ
り
、
外
国
人
、
特
に

西
洋
人
に
は
ち
ょ
っ
と
理
解
で
き
な
い

地
域
感
情
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
地
域
感
情
は
、
地
域
の
問
題
を

み
ん
な
で
考
え
、
み
ん
な
で
推
進
し
、

時
に
は
困
っ
て
い
る
人
、
苦
し
む
人
を

親
身
に
な
っ
で
助
け
る
美
風
と
も
な
っ

て
、
地
域
の
活
性
化
、
明
朗
化
に
も
役

立
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
ま
た
、
地
域
の
結
束
を
強
調

す
る
あ
ま
り
、
思
想
、
信
教
、
負
担
な

ど
で
個
人
の
意
志
に
反
す
る
こ
と
を
強

制
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
と
、
ご
れ
が

重
荷
と
な
り
、
苦
痛
を
生
じ
る
こ
と
に

も
な
り
ま
す
。
地
域
の
運
営
は
、
住
民

個
人
の
権
利
を
侵
す
こ
と
な
く
、
円
満

に
推
進
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
り

'
ま
せ
ん
。

人
権
と
同
和
教
育
② 

そ
し
て
も
っ
と
も
大
切
な
ご
と
は
、

根
拠
の
な
い
理
由
を
つ
け
で
、
人
を
差

別
す
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
で
は
な
ら

な
い
こ
と
で
す
。
そ
の
い
わ
れ
な
き
差

別
の
最
た
る
も
の
は
部
落
差
別
で
あ
り

ま
す
。最

近
ま
で
-
部
の
地
区
住
民
が
祭
礼

に
参
加
で
き
な
か
っ
た
り
、
取
引
き
を

断
ら
れ
た
り
す
る
例
が
あ
り
ま
し
た
。

あ
か
ら
さ
ま
な
差
別
で
な
く
て
も
、
口

を
き
か
な
い
、
無
視
す
る
な
ど
の
態
度

も
差
別
に
つ
な
が
る
も
の
で
す
。

日
本
国
憲
法
は
、
国
民
に
住
居
移
転

の
自
由
を
認
め
て
い
ま
す
。
飛
躍
し
た

い
い
か
た
を
す
る
な
ら
ば
、
日
本
人
一

億
二
千
万
人
が
、
全
て
隣
人
と
な
る
こ

と
も
で
き
る
の
で
す
。

「
隣
の
人
は
い
い
人
|
|
」
で
あ
っ

て
ほ
し
い
の
は
、
全
て
の
人
の
願
い
で

す
。
し
か
し
こ
こ
で
心
す
べ
き
こ
と
は
、

現
在
の
隣
人
だ
け
で
な
く
、
い
つ
か
は

隣
人
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
、
全
て
の

国
民
が
等
し
く
「
い
い
隣
人
し
で
あ
る

よ
う
願
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

同
和
教
育
は
、
「
全
て
の
人
が
い
い

隣
人
関
係
で
あ
る
よ
う
な
社
会
マ
つ
く
り
」

を
目
ざ
し
て
い
る
の
で
す
。

7 
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訪奥

さ

ん

No.73 

霧
に
は
び
っ
く
り
し
ま
し
た

川
田
久
美
子
さ
ん

(
幻
歳
・
苦
闘
白
)

問

V
生
ま
れ
は
静
岡
県
、
伊
豆
半
島
の

大
仁
町
で
す
。
富
士
山
が
と
て
も
き

おおず広報

れ
い
に
見
え
る
と
こ
ろ
で
す
。

V
主
人
(
千
鶴
推
さ
ん
)
が
、
静
岡
で

働
い
て
い
て
知
り
合
い
ま
し
た
。

V
大
洲
の
霧
に
は
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

本
当
に
晴
れ
な
の
か
雨
な
の
か
天
気
が

分
か
ら
な
く
て
、
洗
濯
に
苦
労
し
ま
す
o

v
冨
士
山
、
肱
川
が
あ
り
、
と
て
も
景

色
の
い
い
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。
た

だ
山
の
多
い
と
こ
ろ
で
す
ね
。

V
大
洲
の
人
は
、
人
当
た
り
が
良
く
て

温
か
い
と
い
う
気
が
し
ま
す
。

五
月
二
十
一
日
、
市
役
所
二
階

大
ホ
l
ル
で
、
大
洲
市
民
生
児
童

委
員
協
議
会
総
会
が
行
わ
れ
ま
し

た。
民
生
児
童
委
員
、
行
政
、
福
祉

関
係
者
な
ど
約
百
人
が
参
加
し
て

昭
和
六
十
一
年
度
決
算
報
告
や
昭

和
六
十
二
年
度
の
事
業
計
画
な
ど

を
決
定
し
ま
し
た
。

昭
和
六
十
二
年
は
、
民
生
委
員

制
度
が
創
設
さ
れ
て
か
ら
七
十
年

目
と
い
う
こ
と
で
、
事
業
計
画
の

中
で
、
次
の
よ
う
な
重
点
活
動
事

V
Aア
で
は
慣
れ
ま
し
た
が
、
「
い
っ

て
く
ら
い
」
と
か
「
め
ん
ど
し
い
し

と
か
言
葉
は
、
分
か
り
に
く
か
っ
た

で
す
。

マ
魚
の
種
類
が
こ
ち
ら
は
と
て
も
多

く
て
新
鮮
で
す
ね
。
伊
豆
で
は
、
こ

ん
な
に
新
鮮
な
魚
は
見
か
け
ま
せ
ん

で
し
た
。

V
も
う
少
し
大
き
な
ス
ー
パ
ー
が
あ

れ
ば
買
い
物
が
便
利
に
な
っ
て
い
い

な
と
思
い
ま
す
。

V
子
供
は
、
長
女
の
有
美
(
中
二

と
長
男
の
勝
弘
(
小
四
)
の
二
人
で

す
。
く
じ
け
な
い
忍
耐
強
い
人
聞
に

な
っ
て
く
れ
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

項
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

山
地
域
・
在
宅
要
援
護
者
の
援
護
活
動

の
拡
充
推
進

間
社
会
福
祉
協
議
会
活
動
の
推
進

間
世
帯
更
生
資
金
等
の
活
用
に
よ
る
自

立
助
長
の
促
進

山
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
と
活
動
の
推

進同
相
談
活
動
の
充
実
強
化

附
心
豊
か
な
子
供
を
育
て
る
運
動
の
推

進間
協
力
活
動
の
推
進
と
研
修
活
動
の
充

実
強
化

附
記
念
大
会
へ
の
積
極
的
参
加

ま
た
、
民
生
児
童
委
員
と
し
て
必
要

な
知
識
の
修
得
と
時
代
に
即
応
し
た
識

見
と
社
会
福
祉
の
精
神
を
つ
ち
か
う
た

め
の
研
修
会
も
聞
か
れ
、
西
村
慶
一
海
先

生
に
よ
る
講
演
「
家
庭
の
あ
り
か
た
」

や
民
生
児
童
委
員
協
議
会
の
婦
人
部
長
、

渡
部
み
ね
子
さ
ん
の
司
会
に
よ
っ
て
意

見
交
換
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
に
は
、
次
の
五
人
が
表
彰
を
受

け

ま

し

た

。

(

敬

称

略

)

V
永
年
勤
続
総
務
表
彰
土
居
貞
雄

V
永
年
勤
続
表
彰
大
野
満
子
永
見

宗

俊

下

岡

俊

菊

池

安

儀

石

河

直

子

新
刊
図
書
案
内

古
事
類
苑
文
学
部
吉
川
弘
文
館

家

相

入

門

佐

藤

文

架

著

世

界

各

国

地

理

竹

内

啓

一

著

慢
性
病
医
学
シ
リ
ー
ズ
文
研
出
版

高
血
圧
・
糖
尿
病
・
心
臓
病
・
肝

臓
病
・
更
年
期
障
害
・
ぜ
ん
そ
く

と
ア
レ
ル
ギ
ー
-
腎
臓
病
・
胃
腸

病
・
脳
卒
中
・
動
脈
硬
化
症
・
他

地
域
農
業
の
組
織
革
新
高
橋
正
郎
著

新

観

葉

植

物

須

原

嵩

雄

著

川

釣

り

入

門

嶋

村

武

夫

著

版

画

入

門

西

嶋

勝

之

著

木

彫

実

作

集

渡

辺

一

生

著

幹

事

の

心

得

白

川

信

夫

著

将
棋
の
子
ほ
ど
き
加
藤
一
二
三
著

ゴ

ル

フ

鈴

木

源

次

郎

著

ギ
タ

l
入

門

仲

村

ゅ

う

じ

著

邦

楽

入

門

杉

昌

郎

著

臼
年
度
課
題
図
書

お
ば
け
に
な
っ
た
ア
サ
ガ
オ
の
た
ね

ま
い
こ
は
ま
い
ご
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん

か
み
な
り
雲
が
で
た
ぞ

わ
す
れ
ら
れ
な
い
わ
く
り
も
の

ね
こ
の
ポ
チ

新
ち
ゃ
ん
が
な
い
た

あ
る
池
の
も
の
が
た
り

大
地
震
が
学
校
を
わ
そ
っ
た

冬
の
イ
ニ
シ
ャ
ル

鳥
が
ま
た
歌
う
日

深
海
六
千
メ
ー
ト
ル
の
謎
に
い
ど
む

我
利
馬
の
船
出

図

書

観

B 
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V 開校を記念して清掃奉仕

大洲北中学校

5月27日、北中学校(窪祥一校長、生

億数約780人)の生徒たちは、開校記念日

の記念行事として 、富士山、緑地公園な

どで清掃奉仕を行いました。

富士山に向かった約90人は、手に手に

ブラシを持って、擁壁や道路の落書を消す

ため熱心に作業をし て 、 作 業 の 後 は 、 見

i童えるようにきれいになりました。

広報おおず

企 オ ールド・ラガー熱戦

南予には珍しいラグビーポールが、平野運動公園に約 150

万 円 をかけて設置され、その完成を祝って 5月10日、愛媛師

範 OB対松山中学OBの対抗戦が聞かれました。

60歳以上の人も多く、スピードこそなかったもののかつで

、の名ラガ←は、ボールを追って元気にプレーしていました。

結 果 は18-16で 愛 媛 師 範O Bが勝利を納めました。

企蔵川 八十 八ケ 所めぐり

5月10日、大川保健福祉協議会と大川公民

館の主催で“八十八ヵ所めぐり"が聞かれ、

大川、蔵川地区の小・中学生や家族連れなど

約 100人が参加しました。

蔵川八十八ヵ所は、明治初期に世相の安定、

伝染病の撲滅を願ってお地蔵さんを88体安置

したのが始まりと伝えられています。 途中で

赤飯のおにぎりな ど が 提 供 さ れ 参 加 者 た ち は

元気に八十八ヵ所を巡りました。

v 頑張れ/新社会人

第 2 3回新就職者激励大会
5月9日、大洲市役所2暗大ホールで昭和

62年度新就職者激励大会(大洲商工会議

所、大洲市など主催)が聞かれました。

今年は新就職者177人の内、約100人が

参加しました。

金野信彦さん(伊藤銀行)が先輩として

激励のことばを述べ、新就職者を代表し
て直木祐三さん(仙昧エキス)と谷本里子

さん(愛媛相互銀行)の 2人がお礼のこ

とばと社会人としての決意を語りました。また、 「職場

に生きる」と題して西村贋海先生による講演が行われ、

新就職者は熱心に聴講していました。

利払弓
í(~事1守

戸 ι斗4・
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保
一
種
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

昭和62年7月1日

乳

幼

児

健
康
診
断

実

施

日

該

当

者

7
月
7
日
(
火
)
昭
和
臼
年
2
月
生
※

7
月
9
日
(
木
)
昭
和
印
年
ロ
月
生

7
月
H
日
(
火
)
昭
和
白
年
日
月
生
※

7
月
白
日
(
火
)
昭
和
白
年
8
月
生
※

7
月
出
日
(
火
)
昭
和
田
年
6
月
生

※
は
肱
南
・
肱
北
地
区
の
み

受
付
時
間
日
時

1
日
時
叩
分

実
施
場
所
大
洲
市
保
健
セ
ン
タ
ー

持

参

品

母

子

健

康

手

帳

婦
人
が
ん
検
診

(
子
宮
が
ん
、
乳
が
ん
)

実

施

日

7
月
1
日
(
水
)

7
月
お
日
(
木
)

7
月
M
日
(
金
)

場

所

南
久
米
連
絡
所

菅
団
連
絡
所

芦
呂
田
連
絡
所

相談ごと窓口
いずれも無料で す。気軽にご

利用ください。

砂交通事故相談

と き 7月 8日 10時一15日寺

7月20日ク

ところ 市役所別館 3階会議室

砂人権相談

と き 7月20日 13日寺 ~16日キ

ところ 社会福祉協議会事務局

砂法律相談

とき 7 月 6 日 13時~16時

ところ 社会福祉協議会事務局

砂心配ごと相談

と き 7月 1日、 10日、 .27日

13日手~16時

ところ 社 会福祉協議会事務局

砂家庭児童相談

と き 毎日の執 務 時 間 中

ところ 大 洲 市 福祉事務所

砂行政相談

と き 7月16日 9時一12日手

ところ 市役 所 l階会議室

急ぐ時は宮⑪3794(玉 木 ) ま で

砂社会保険相談

とき 7 月 20 日 10時~16時

ところ 大川商工会議所

担当 松山西社会保険事務所

砂医師・栄養士による健康相談

と き 7月23日 13日寺~15日寺

ところ 大洲市保健センター

対象的歳以との人

砂何でも相談

と き 毎日の執 務 時 間 中

ところ 大洲隣保館E⑪6100

大抄1'1福祉 会館fi@0947

砂不動産無料相識

と き 7月15日 9 日寺~16日寺

ところ 宅建協会 大 洲 支 部

フヂエダ花庖 2階 、 常 磐 町 4

おおず広報

7
月
5
日

(
日
)

郷
緒
小
児
科
(
西
大
洲
)

宮
⑪
3
9
3
6

大
洲
中
央
病
院
(
東
大
洲
)

宮

(
ω
4
5
5
1

久
保
医
院
(
新
谷
)

宮
⑫
0
1
5
8

大
洲
中
央
病
院

宮

(
ω
4
5
5
1

肱
川
医
院
(
菅
田
)

宮
⑫
2
9
1
5

大
洲
中
央
病
院

宮

(
ω
4
5
5
1

7 
(月
口 12
)口

7
月
刊
行

(
日
)

7
月
出
日

(
日
)

三
瀬
医
院
(
八
多
喜
)

宮
⑮
0
0
0
3

大
洲
中
央
病
院

宮
⑪
4
5
5
1

成
人
病
・
結
核
検
診

実

施

日

場

所

7
月
2
日
(
木
)
新
谷
連
絡
所

7
月
3
口
(
金
)
新
谷
連
絡
所

7
月
日
日
(
木
)
平
野
連
絡
所

7
月
口
日
(
金
)
平
腎
連
絡
所

7
月
却
日
(
水
)
田
処
分
館

7
月
初
日
(
木
)
柳
沢
連
絡
所

受
付
時
間

9
時
却
分

1
日
時

3
土
寸

1
5土
寸

ー
よ
口
H

1

i

ロ
μ

無
料

検
診
料

ま
ご
こ
ろ
の

イト} Fr 

cL/ 

お
く
り
も
の

金

一

封

大

洲

芳

我

忠

正

金
一
封
(
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
l
ル
の

収
益
金
の
一
部
)
中
村
健
勝
苑

(
代
)
湯
川
篤
直

(
指
定
配
分
)

金
一
封
(
平
野
地
区
社
協
へ
)

平

野

町

岩

本

徹

金
一
封
(
平
野
地
区
社
協
へ
)

平

野

町

下

崎

新

市

金
一
封
(
寄
付
金
を
平
野
支
部
身
障

者
協
議
会
へ
)
平
野
町
岩
本
徹

(
物
品
の
口
座
)

衣

類

二

十

点

市

内

匿

名

温
か
い
善
意
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
感
謝
を
こ
め
て
掲
載
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会

歯
科
相
談
(
大
洲
保
健
所
)

実

施

臼

内

容

7
月
日
日
(
水
)
成
人
歯
科
相
談

7
月
詑
日
(
水
)
乳
幼
児
歯
科
相
談

受
付
時
間
日
時
か
ら
で
す
。
前
も
っ

て
電
話
連
絡
を
h

お
願
い
し
ま
す
。

宮
⑪
3
1
6
5

行
政
相
談
委
員
に

玉
木
道
輝
氏

大
洲
市
の
行
政
相
談
委
員
に
玉
木
道

輝
氏
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

任
期
は
昭
和
六
十
四
年
三
月
三
十
一

日
ま
で
で
す
。

V
玉
木
道
輝
大
洲
市
北
口
(
一

O
五
七

宮

0
8
9
3
⑪
3
7
9
4

(
敬
称
略
)

固定資産税2期

の納税

納期は 7月31日

~ 10ー

月

園

面

北
中
学
校
の
生
徒
が
、
冨
士
山
の
清

掃
を
す
る
の
で
取
材
に
い
っ
た
と
こ
ろ
、

道
路
の
擁
壁
や
ト
イ
レ
、
道
路
上
に
ま

で
落
書
き
が
し
て
あ
り
、

H

ひ
ど
い
こ

と
を
す
る
な
H

と
思
い
ま
し
た
。

ど
う
も
市
外
か
ら
来
て
落
書
き
を
し

て
い
る
ケ

i
ス
が
多
い
よ
う
で
す
が
、

ほ
か
に
す
る
こ
と
は
な
い
の
か
な
と
あ

き
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

(
S
)
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